
平成平成2424年度年度 第第11回回
九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画

ワーキンググループワーキンググループ

【【説明資料説明資料】】

平成２５年３月１日平成２５年３月１日

資料-５

（１）九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ＷＧ設置について

①火山噴火緊急減災対策計画ＷＧの位置づけ

②九重山火山噴火緊急減災計画の内容確認

（２）事例紹介：霧島新燃岳の噴火対応

（３）火山噴火緊急減災対策砂防計画ＷＧの検討内容

①緊急減災対策実行上の課題

②噴火時における関係機関の時系列対応の確認

（４）規約（案）の確認

（５）今後のスケジュール



1

（１）九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキンググルー
プ設置について

①火山噴火緊急減災対策砂防計画ＷＧの位置づけ
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○九重山では、平成23年度に『九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画』が策定さ

れ公表されている。
○緊急減災対策砂防計画の実施には、火山活動状況や土砂移動現象の早期把握、警
戒避難体制との連携が重要である。

○そのためには、平常時から「緊急減災対策砂防計画実施に係る課題を解決する
場」や「防災関係者の顔の見える関係づくりの場」が必要である。

九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画
ワーキンググループの設置

１１--１１ WGWG設置の背景と目的設置の背景と目的

WG設置目的
本ＷＧは、「九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画」の実施にあたり、平
常時及び緊急時の関係機関の役割分担を明確にし、相互の情報共有を図る
ことで、平常時の連絡調整を円滑にするとともに、緊急時の初動体制を迅
速化することを目的とする。
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１１--２２ 緊急減災対策砂防と火山防災対策の関係緊急減災対策砂防と火山防災対策の関係
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火山噴火緊急減災対策砂防計画策定ガイドライン（H19.4：国土交通省砂防部）より引用・編集

・火山噴火緊急減災対策砂防は、火山噴火時に発生が想定される土砂移動現象によ
る被害をできる限り減災するために緊急時に実施する種々の火山防災対策のうち、
砂防部局が実施する対策のこと。
・緊急減災対策砂防は、火山活動の推移に対応して行われる各機関の防災対策と連
携をとりつつ、適切な対策を行う必要がある。

本部体制

関係機関の情報共有

火山監視機器の整備

光ケーブル等の情報通信網の整備

避難体制のあり方

火山防災ｽﾃｰｼｮﾝの機能強化

緊急支援資材の備蓄

緊急対策施設の施工

その他、火山防災対策
（関係機関、地方自治体等）

火山噴火緊急減災対策砂防
（砂防部局）

ハザードマップ火山情報等 噴火シナリオ

共通の土台

・
・
・
・

連携
と

役割
分担

火山監視機器の整備

平
常
時

緊
急
時
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・火山噴火緊急減災対策砂防の実施には地域の防災・警戒・避難体制とも
関係するため、防災部局や自治体担当者の協力が不可欠

・専門的な助言を得るため学識者（アドバイザー）にも参画を願う。
・担当者の異動なども考慮して組織・職名で依頼する。

１１--３３ WGWGメンバー構成に関する考え方メンバー構成に関する考え方

平成平成2525年年22月月44日日 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ準備会九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ準備会

機関名 職名等 備考

鹿児島大学 理事 下川 悦郎 学識者（砂防工学に関するアドバイザー）

鹿児島大学 大学院理工学研究科 地球環境科学専攻 教授 小林 哲夫 学識者（火山地質学に関するアドバイザー）

阿蘇火山博物館 学術顧問 須藤 靖明 学識者（地球物理学に関するアドバイザー）

宮崎大学 農学部 森林緑地環境科学科 准教授 清水 収 学識者（砂防工学に関するアドバイザー）

九州大学大学院 工学研究院 地球資源システム工学部門 准教授 藤光 康宏 学識者（地熱工学に関するアドバイザー）

林野庁 九州森林管理局 大分森林管理署 治山課長 治山区域の対策に関する協議対象

林野庁 九州森林管理局 大分西部森林管理署 治山課長 治山区域の対策に関する協議対象

環境省 九州地方環境事務所 くじゅう自然保護官事務所 自然保護官 国立公園内の対策に関する協議対象

国土交通省 九州地方整備局 河川部 河川計画課 建設専門官 緊急調査、緊急対策に関する協議対象

国土交通省 九州地方整備局 大分河川国道事務所 調査第一課長 緊急調査、緊急対策に関する協議対象

気象庁 福岡管区気象台 地震火山課 火山監視・情報防災センター 所長 噴火前兆現象や噴火推移の把握に関する協議対象

気象庁 大分地方気象台 防災業務課長 噴火前兆現象や噴火推移の把握に関する協議対象

大分県 生活環境部 防災危機管理課 防災班総括 住民避難等に関する協議対象

大分県 農林水産部 森林保全課 治山班総括 治山区域の対策に関する協議対象

大分県 土木建築部 砂防課 管理・企画調査班総括 緊急減災対策砂防計画の実施主体

大分県 大分土木事務所 企画調査課長 緊急減災対策砂防計画の実施主体

大分県 竹田土木事務所 建設・保全課長 緊急減災対策砂防計画の実施主体

大分県 玖珠土木事務所 建設・保全課長 緊急減災対策砂防計画の実施主体

由布市 防災安全課長 地元市町（協議会）

竹田市 防災危機管理官 地元市町（協議会）

九重町 危機管理・町民安全課長 地元市町（協議会）



１１--４４ 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画WGWGの位置付けの位置付け
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くじゅう山系（硫黄山）火山防災協議会

福岡管区気象台

学識者（アドバイザー）

大分県西部振興局、大分県豊
肥振興局、大分県中部振興局

玖珠土木事務所、竹田土木
事務所、大分土木事務所

大分県

土木建築部

大分県生活環境部、

大分県農林水産部
由布市、竹田市、九重町

国土交通省 九州地方整備局、

大分河川国道事務所

緊急減災対策砂防の実施

想定される土砂災害の軽減、警戒避難支援

緊急減災対策砂防に特化した

・情報共有

・連携、調整

・緊急時の対策実効性を向上さ
せるための検討

減災計画WG

玖珠警察署、竹田警察署、大
分南警察署、日田玖珠広域消
防組合玖珠消防署、竹田市消
防署、由布市消防署、陸上自
衛隊玖珠駐屯地指令、陸上自
衛隊湯布院駐屯地指令

大分地方気象台

環境省 九州地方環境事務所

林野庁 九州森林管理局

減災計画ＷＧメンバー
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１１--５５ くじゅう山系（硫黄山）火山防災協議会との関係くじゅう山系（硫黄山）火山防災協議会との関係
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砂防部局等

＜定例会開催＞

平
常
時

緊
急
時

＜臨時会開催＞

コアメンバー会議※

（内閣府が主導）
参加・連携

目的

①硫黄山火山爆発に際し、登山者及び地域住
民等の生命、身体、財産の保護に関する防災
計画の作成する

②災害対策基本法第４５条に基づく重要な要
請、勧告又は指示等を行う

目的

① 「九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画」
の実施にあたり、平常時及び緊急時の関係機
関の役割分担を明確にする

②相互の情報共有を図ることで、平常時の連
絡調整を円滑にするとともに、緊急時に初動体
制を迅速化する

＜定例会開催＞

減災計画WG

※平成２２年の霧島山（新燃岳）噴火時に開催

・防災計画の作成（修正）など

・災害対策基本法第４５条に基づく必
要な要請、勧告又は指示等
・災害に関する情報の収集
・災害応急対策及び災害復旧に関し、
関係市町及び関係機関相互の連絡
調整参加・連携

・計画に基づく対策の開始・中止のための判断
基準の検討
・計画の実行のために調整が必要な事項の具
体的な検討
・火山防災に関する情報交換・理解による防災
力の向上を図る
・その他、ＷＧが必要と認める事項

くじゅう山系（硫黄山）火山防災
協議会
（硫黄山の平成7年噴火を契機として、災害対

策基本法第１７条第１項の規定に基づき設置）

九重山火山噴火緊急減災対策
砂防計画ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

（平成２４年３月に策定された「九重山火山噴火
緊急減災対策砂防計画」を契機に設置）

★他会議の動向を踏まえて、必要に応じて会
議を招集する
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・計画に基づく対策の開始・中止の
判断のための情報共有を図る
・計画に基づく対策の実施状況の集
約・共有を図る

所掌事務など 所掌事務など
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（１）九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキンググルー
プ設置について

②九重山火山噴火緊急減災計画の内容確認
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１１--６６ 九重山火山噴火緊急減災計画の確認九重山火山噴火緊急減災計画の確認
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１１--６６ 九重山火山噴火緊急減災計画の確認九重山火山噴火緊急減災計画の確認
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■火山防災のために監視・観測体制の充実等の必要がある火山
火山噴火予知連絡会によって、今後100年程度の中長期的な噴火の可能性及び社会的影響を踏まえ、

火山防災のために監視・観測体制の充実等の必要がある火山として選定された47火山とその選定理由

倶多楽、青ヶ島（2火山）④予測困難な突発的な小噴火の発生時に火口付近で被
害が生じる可能性が考えられる

岩手山、鳥海山、富士山、雲仙岳（4火山）③現在異常はみられないが過去の噴火履歴等からみて
噴火の可能性が考えられる

アトサヌプリ、大雪山、恵山、岩手山、栗駒山、蔵王山、安
達太良山、磐梯山、磐梯山、日光白根山、乗鞍岳、白山、
箱根山、伊豆東部火山群、新島、神津島、八丈島、鶴見
岳・伽藍岳、九重山（18火山）

②過去100年程度以内に火山活動の高まりが認められ

ている火山

・地震活動：過去100年程度の山体深部の地震活動

（マグマの動きに関連したもの）

・地殻活動：過去10年程度のマグマ貫入等に伴う地殻

変動

・噴気活動・地熱活動：過去100年程度の活発な噴気

活動、地熱活動

雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、有珠山、北海道駒ヶ岳、秋田
焼山、秋田駒ヶ岳、吾妻山、那須岳、草津白根山、浅間山、
新潟焼山、焼岳、御嶽山、伊豆大島、三宅島、硫黄島、阿
蘇山、霧島山、桜島、薩摩硫黄島、口永良部島、諏訪之瀬
島（23火山）

①近年、噴火活動を繰り返している火山

・過去数十年程度の間、頻繁に噴火している

・100年以内の間隔でマグマ噴火を繰り返している

火山名選定理由

平成平成2525年年33月月11日日 第第11回回 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ

■火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定対象火山
火山活動による社会的影響が大きく、火山活動が活発で、ハザードマップが作成されている29火山（上

表の青文字）を当面の対象



１１--６６ 九重山火山噴火緊急減災計画の確認九重山火山噴火緊急減災計画の確認
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九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画書

本 編 計 画 編

・火山噴火緊急減災対策砂防計画の目的
・九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画の概要
・九重山における火山防災戦略
・現状の把握
・噴火シナリオの作成
・想定される影響範囲と被害の把握
・対象とする噴火シナリオのケース
・対策方針の前提条件
・対策方針の設定
・緊急ハード対策
・緊急ソフト対策
・火山噴火時の緊急調査
・平常時からの準備が必要な事項

1.緊急減災対策における計画方針
・計画方針
・対策を行う上での前提
・対策可能期間
・対策の開始・休止のタイミング
・対策箇所

2. 緊急ハード対策
・基本方針
・工法、構造の考え方
・各渓流における対策
・平常時からの準備事項

3. 緊急ソフト対策
・火山防災体制のあり方
・緊急ソフト対策のあり方
・火山監視機器の整備
・情報通信システムの整備
・その他の項目
・緊急調査

4. 平常時からの準備事項
・緊急減災対策を実施する上での問題点
・具体的な準備事項（案）

共 通 編

1. 火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定の経緯
・検討の経緯
・減災目標

2.九重山の概要
・自然特性
・社会特性

3.九重山における火山防災事業の現状
・砂防および治山事業による施設整備状況
・火山監視観測整備状況

4. 九重山で想定される土砂移動現象
・九重山における噴火の特徴
・九重山における噴火シナリオ
・想定される現象による影響範囲と被害
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　● 減災目標（全体案）
　　・九重山噴火による人的被害を「０」にする
　　・経済活動の持続と速やかな復興を実現する

　● 取組項目
　　・地域住民への防災インフォームド・コンセントの充実
　　　　　　　　（正しい情報を伝え住民の合意を得る）
　　・持続的な防災啓発活動の推進
　　・住民・観光客の自助・共助の促進
　　・専門家とのコミュニケーション促進
　　・情報共有体制の確立
　　・達成目標の明確化

　● 砂防部局としての取組項目
　　・噴火シナリオに対する緊急対策計画
                          （ハード・ソフト対策）の立案
　　・専門家とのコミュニケーションの「場」の提供
　　                                                 等

火山噴火緊急減災対策砂防計画

・噴火シナリオの作成
・情報インフラの整備
・緊急ハード対策の検討
・緊急支援機材等の備蓄

 ・共通認識

 ・地域社会へ貢献

役 割検討内容

＜減災目標＞
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硫黄山周辺
硫黄山周辺では、水蒸気爆発による火山活動が、少なくとも約1,700年前以降、何度も発生し

ている。また、硫黄山の直下には、マグマから放出されるマグマ性流体の上昇通路が存在して
いると考えられ、今後とも長期にわたって、硫黄山周辺で水蒸気爆発水蒸気爆発を行う可能性が高い。
したがって、硫黄山周辺を噴火位置として想定する。

九重山系全体
最新のマグマ噴火は、1,700年前頃の黒岳溶岩及び黒岳火砕流が最新のものであるが、今後

長期的な火山活動の視野に立つと、噴火口の位置を想定するのは難しい。このため、九重山
系全体でマグマ噴火マグマ噴火が発生することを想定するが、特定の位置については想定しない。
しかしながら、ケーススタディにおいては、大船山の米窪火口を想定する。

★

★
硫黄山

米窪
▲

▲

三俣山

星生山

大船山

＜想定火口＞
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九重山で想定する土砂移動現象は、主に噴出物に関する情報が豊
富になる1.5万年前以降の活動を考慮し、想定現象を設定する。

マグマが
関与しな
いもの

マグマ噴
火に伴う
もの

不明5土石流

4.8×1031回以上
白水川源頭部

火山泥流

降下火砕物

岩屑なだれ

降下火砕物

火砕流

溶岩流または溶岩
ドーム＋火砕流

溶岩流＋降下火砕物

溶岩流・溶岩ドーム

現 象

2.5×1049

6.1×1081

4.0×107～
5.0×1072

2.4×1081

1.61×1091

1.3×108～
3.0×1094

大船・星生・水俣
山・平治岳周辺

5.0×107～
1.2×10912

九重山群中央～東
部

推定噴出量
（m3）

発生回数
（約1.5万年前～現在）

発生場所

1.5万年前以降九重山で発生した現象と頻度

＜想定現象＞
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14平成平成2525年年22月月44日日 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ準備会九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ準備会

水蒸気爆発（マグマ水蒸気爆発）

ケースT-3

・VEI = 0：歴史史料に記述

土 石 流降下火山灰・噴石

ケースT-4

・VEI = 1：1995年と同規模

土 石 流降下火山灰・噴石・火口噴出型泥流

ケースT-5

・VEI = 2：連続地層として確認

土 石 流降下火山灰・噴石・火口噴出型泥流

硫黄山周辺

火山性異常の検出
マグマの上昇

（初期に熱水系異常）

終　了 終　了

九重山系全体

火山性異常の検出
マグマの上昇

（初期に熱水系異常）

終　了 終　了

マグマ噴火

ケースT-1-2

・VEI = 4

土 石 流

ケースT-2-1

・VEI = 3

＊）水蒸気爆発（マグマ水蒸気爆発）経ないでマグマ噴火に移行する可能性もある．

水蒸気爆発

ケースH-1

・VEI = 0：歴史史料に記述

土 石 流降下火山灰・噴石

ケースH-2

・VEI = 1：1995年と同規模

土 石 流降下火山灰・噴石・火口噴出型泥流

ケースH-3

・VEI = 2：連続地層として確認

土 石 流降下火山灰・噴石・火口噴出型泥流

＊）全てのケースにおいて、火山ガスの噴出に注意

可能性が相対的に最も高い推移

可能性が相対的に次に高い推移

可能性は相対的に最も低い推移

  VEI（火山爆発指数：Volcanic Explosive Index ）は、本

来、爆発的な噴火の規模を示すもので、火山灰などの火山
砕屑物を伴わず穏やかに溶岩流だけを流出させるような噴
火の記述には適さないが、本計画では、一回の噴火によっ
て生産された火山噴出物総量（火山灰や溶岩流の合計）を
表現する値として採用する。VEIが1あがるごとに噴出量は

概ね10倍になり、例えばVEI＝2の噴出量は106m3 オーダー

である。

土 石 流

ケースT-2-2

・VEI = 3

ケースT-1-1

・VEI = 4

土 石 流

 噴石・降下火山灰

溶岩流

降下スコリア（軽石） 噴煙柱崩壊型火砕流

降下スコリア（軽石） 噴煙柱崩壊型火砕流

溶岩ドーム 溶岩ドーム崩落型火砕流

 噴石・降下火山灰

溶岩流

溶岩ドーム 溶岩ドーム崩落型火砕流

土 石 流

硫黄山周辺

九重山系全体

水蒸気爆発

水蒸気爆発

マグマ噴火

＜噴火シナリオ＞

降雨により発生する降灰後の
土石流に対して、緊急ハード・
ソフト対策を実施

溶岩流および火砕流に対して、
緊急ソフト対策を実施

★対象現象と対策

★対象現象と対策
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【条件：降灰量100万m3 、=水蒸気爆発VEI=２】降灰による影響
（硫黄山）

本地域において年間を通した卓越風である

西寄の風を考慮した想定降灰分布（実線）

（実際にはより狭い範囲に降灰すると想定）

噴火時の風向きは現時点で想定できないため

どの方向にも降灰する可能性があることを図示（破線）

降灰堆積深20cm以上の範囲がかか

る渓流（6渓流）

「降灰後の土石流」で対象とす

る渓流として抽出

平成平成2525年年33月月11日日 第第11回回 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ
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三俣川
■氾濫開始点直下流の防災道路を乗り越え白水
川へと流下
■保全人家1戸及び隣接する長者原中継所（大分

県玖珠土木事務所）に影響
■タデ原湿原（長者原自然研究路）に影響。規
模によってはより被害が大きくなる可能性
■流路に沿って流下しているが、土石流の規模
が大きければ、他の観光施設等にも影響が出て
くる可能性

赤川
■宿泊施設（赤川温泉赤川荘）に影響
■保宿泊施設（久住温泉くじゅうヒルズホテル、
ペンション等）及び別荘等に影響する可能性
■土石流の規模が大きければ、より広範囲・遠
方まで影響する可能性

鳴子川
■法華院温泉山荘に影響。また、坊ガツルキャ
ンプ場にも影響する可能性

白水川
■既往施設によって土砂が捕捉・調節され、下
流側への土砂氾濫は想定されない

奥郷川
■宿泊施設（九重ヒュッテ）のごく近くまで流
下し、影響する可能性
■流路に沿って流下しているが、土石流の規模
が大きければ、他の宿泊施設にも影響する可能
性

奥郷上流川
■道路維持管理用地（県有地）に影響
■流路内を流下しているが、土石流の規模が大
きければ、橋梁が閉塞し、やまなみハイウェイ
沿いに流下する可能性

■降灰後の土石流に影響範囲
降灰量100万m3、2年超過確率規模の降雨

降灰後の土石流による影響
（硫黄山）

【条件：降灰量100万m3 、=水蒸気爆発VEI=２】

平成平成2525年年33月月11日日 第第11回回 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ
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溶岩流
（大船山） 【規模： 噴出量9.2億m3（大船南溶岩流（VEI=4）の実績値）】

米
窪

坊ガツル湿原・坊ガツル
キャンプ場に影響を与え、
標高1,000m付近にまで流
下

一般県道669号を越え、ガン
ジーファーム（観光牧場）、
レゾネイトクラブくじゅう
（宿泊施設）に影響を与え、
標高800m付近にまで流下

広域農道を横断し柚柑
子（ゆこうじ）集落へ
わずかに到達

一般県道621号手前の男
池手前約300m付近まで
到達

東側、西側の2方向を想定
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火砕流①（溶岩ドーム崩落型）
（大船山） 【規模： 350万m3（雲仙普賢岳の実績規模） 】

米
窪

東側、西側の2方向を想定
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火砕流②（噴煙柱崩壊型）
（大船山） 【規模： 82万m3：約2000年前に米窪火口で起きた

噴火時の火砕流堆積物（現地調査）】

火砕流本体、火砕サー
ジがミヤマキリシマ群
落に影響を及ぼす。

その他、多くの林
道・登山道に影響
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緊急ハード対策

○既設砂防堰堤等の除石
○導流堤の整備
○仮設堤の整備

 工法 既存施設の捕捉量の増加

工種 掘削工、除石工

模式図

概要 ・既設施設の除石を行い、捕捉量を確保する。

特徴
・施工が容易である。
・掘削した土砂の置き場が必要。

除石部分
既存施設

工法

模式図

ブロック工

導流堤工

概要 ・大型土のうで、導流堤を作成する。

・強度があり、安定性がある。
・ブロック数が多く必要となり備蓄が必要である。
・撤去が容易である。

工種 大型土のう工

・コンクリートブロックで、導流堤を作成する。

特徴
・施工時間が早い。
・備蓄がブロックと比較して場所が少なくて済む。
・中詰め土砂を確保する必要がある。

【除石後の堰堤堆砂地（新燃岳噴火時の緊急対策）】

除石前の堆砂面

緊急ソフト対策

○火山監視機器の整備
○情報通信システムの整備
○リアルタイムハザードマップの提供
○住民への情報提供
○登山者への情報提供

【監視観測機器の整備状況（新燃岳噴火時の緊急対策 左：監視カメラ、右：ワイヤーセンサ）】
（九州地方整備局宮崎河川国道事務所提供）

◆対策実施計画河川（５河川）
三俣川・白水川・奥郷川
奥郷上流川・赤川
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工事用道路①

工事用道路②

白水川

IS-1

IS-2

IS-3

IS-4

IS-5

IS-6

IS-7

除石工

工事用道路③

工事用道路④

緊急ハード対策の例（白水川）緊急ハード対策の例（白水川）

平常時

○ 工事用道路
○ 除石工

緊急時

○ 工事用道路
○ 除石工

凡例

流域界
流路
（主流路）
流路
（支流路）

硫黄山
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工事用道路①

工事用道路②

白水川

IS-1

IS-2

IS-3

IS-4

IS-5

IS-6

IS-7

除石工

工事用道路③

工事用道路④

緊急ハード対策の例（白水川）緊急ハード対策の例（白水川）

平常時

○ 工事用道路
○ 除石工

緊急時

○ 工事用道路
○ 除石工

凡例

流域界
流路
（主流路）
流路
（支流路）

硫黄山
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緊急ソフト対策（火山監視機器の整備）緊急ソフト対策（火山監視機器の整備）

国民宿舎赤川温泉から硫黄山

監視カメラ設置（案）

計画監視システム

・監視カメラ

・ワイヤーセンサー

・振動センサー

・雨量計

河内川 ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ設置イメージ

土石流検知センサー設置（案）

竹田市立都野小学校から大船山

監視カメラ設置（案）
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緊急ソフト対策（リアルタイムハザードマップの提供）緊急ソフト対策（リアルタイムハザードマップの提供）

関係自治体に対して、噴火活動や気象状況に合わせ、各現象のリアルタイムハザードマッ
プ（プレアナアナリシス型）の提供を行う。

土石流図集のイメージ 溶岩流図集のイメージ
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火山噴火時の緊急調査火山噴火時の緊急調査
 

● 

 ● 硫黄山 

火口から 1km（噴火警戒レベル 2 で立入規制） 

火口から 1.5km（噴火警戒レベル 3 で立入規制） 

火山噴火時には、緊急減災対策を実施す
るために必要な情報を適時把握し、また事
前の想定と異なる噴火シナリオの発生が予
想される場合には的確な対応を取る必要

→緊急調査の実施

降灰量調査地点（案）

＜緊急調査項目＞
・地形状況の把握
・対策予定箇所の状況調査
・砂防施設の被災状況調査
・降灰状況・不安定土砂の把握
・気象状況と土砂移動のリアルタイム把握
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１１--６６ 九重山火山噴火緊急減災計画の確認九重山火山噴火緊急減災計画の確認
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平常時から準備が必要な事項平常時から準備が必要な事項

◆緊急ハード対策

◆緊急ソフト対策
◆噴火時の緊急調査

緊急減災対策の実行のために、平常時からの準備事項を整理し、緊急時の対応を意識し
ながら平常時から準備を進める。

→緊急減災対策の円滑な実施、実施上の問題点等を考慮する

・無人化施工の準備
・土地利用に関わる調整
・緊急資機材の準備
・監視観測機器の整備
・情報通信システムの整備
・情報共有対策の準備
・緊急調査の準備
・火山防災拠点の機能強化

・工事用道路の事前造成
・工期を有する除石

◆その他
・噴火に関する防災講演会実施

実施のために調整が必要な事項に
ついて、関係機関と協力して実施上
の問題点を克服

ワーキンググループの活用

平成平成2525年年33月月11日日 第第11回回 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ
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（２）事例紹介：新燃岳の噴火対応

（資料6参照）

平成平成2525年年33月月11日日 第第11回回 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ
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（３）九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ＷＧの検討内容

平成平成2525年年33月月11日日 第第11回回 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ

①緊急減災対策実行上の課題
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監視カメラ配置不
足のため、新規設
置を検討する

・監視カメラ映像を関係機関に提供、提供を受けた自治体は
警戒体制中は監視カメラ映像を常時確認するなど活用された。

監視カメラ映像につ
いて緊急ソ

フト対策
関連 防災マップの想定

規模以外は未作成

・自治体で防災マップが活用された。

・防災マップの想定規模以外の影響範囲を示したハザードマッ
プの希望があったが、提供体制が整っていなかった。

ハザードマップにつ
いて

緊急
ハード対
策関連

・霧島山では谷に入ると山が見えないため、工事現場近傍で
火砕流を監視することは困難な場合がある。

・大きな噴火につながる情報の種類と対応行動の関係を整理
する必要がある。

火山監視員体制の構
築

土捨て場の具体的
な位置を県・市町間
で調整しておく必要
あり

九重山の緊急ハー
ド対策の資機材備
蓄も進めておく必要
あり

ワーキンググループ
で噴火活動状況に
関する情報の内容・
方法を検討する必
要があり

九重山との対比

・噴火警戒レベルの引き上げ情報のみで対策開始のタイミング
を設定することは困難であった。

（計画：噴火警戒レベル２を想定→実際：噴火警戒レベル３）

対策実施の

タイミングについて

・河川災害用ブロック（根固めブロック・乱積）のみの備蓄しか
しておらず、砂防に使用できるブロック（層積）の備蓄がなかっ
た。砂防に使用できるブロック製作に1ヶ月以上の期間が必要

だった。

緊急ハード対策資機
材の備蓄・調達につ
いて

・県の工事では、土捨て場の調整が難航した。
土捨て場の確保につ
いて

評価・課題項目

（出典）九州地方整備局宮崎河川国道事務所HP：第６回 霧島火山緊急減災砂防計画検討分科会 討議資料より抜粋
http://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/html/sabou/gensaitaisaku/gensaitasaku.html

平成平成2525年年33月月11日日 第第11回回 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ

２２--１１ 霧島新燃岳の噴火対応に関する主な課題と評価（１）霧島新燃岳の噴火対応に関する主な課題と評価（１）

（赤字：ＷＧに係る事項）
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平成22年に九重火

山に関する防災講
演会が開催された

・市町職員の火山に関するノウハウが不足（問い合わせ対応に
時間を要した）

その他

現在のワーキング
グループの体制を
継続すべき

・平常時から継続して霧島火山防災検討委員会・分科会、霧
島火山防災連絡会を開催していたことが関係機関の意思疎通
に効果的であった

・コアメンバー会議により、関係機関との情報共有・対応の全体
像を把握できた。また、国の専門家や学識者と直接意見交換が
でき、疑問事項への回答や要請事項への対応が迅速に行われ
た

・気象台から市町へ、噴火状況に関する情報が毎日提供され、
また、月に１度は直接説明があり、噴火状況の理解が深まった

関係機関の連携につ
いて

---
・噴石到達付近に避難施設（避難壕）が必要

・家畜やペットは避難できないため、エサやり等の世話のために
自宅に戻った人がいる。平常時から家畜の避難先確保が必要

その他

リエゾンの活用を
図る

九重山との対比

・必要な情報を入手できたとの評価を受けた

（火山や防災の専門家が望ましいというも意見あり）

リエゾン派遣について

（国→県・市町、県→
市町）

評価・課題項目

（出典）九州地方整備局宮崎河川国道事務所HP：第６回 霧島火山緊急減災砂防計画検討分科会 討議資料より抜粋
http://www.qsr.mlit.go.jp/miyazaki/html/sabou/gensaitaisaku/gensaitasaku.html

平成平成2525年年33月月11日日 第第11回回 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ

２２--１１ 霧島新燃岳の噴火対応に関する主な課題と評価（２）霧島新燃岳の噴火対応に関する主な課題と評価（２）

（赤字：ＷＧに係る事項）



２２--２２ 緊急減災対策砂防計画を実行するための課題（１）緊急減災対策砂防計画を実行するための課題（１）
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◆緊急時に実施する対策のために平常時にＷＧで検討する課題

計画に基づく対策の実施状況の集
約・共有を図ること

⑥

計画に基づく対策の開始・中止の判
断のための情報共有を図ること

⑤

緊急時

その他ＷＧが必要と認める事項④

火山防災に関する情報交換・理解
による防災力の向上を図ること

③

計画の実行のために調整が必要な
事項の具体的な検討をおこなうこと

②

計画に基づく対策の開始・中止のた
めの判断基準の検討を行うこと

①

平常時

（参考）減災計画ＷＧの所掌事務

②改正土砂法の緊急調査との連携

②治山区域の状況把握方法

３．１ 噴火時の緊急調査関連（対策のための緊急調査）

３．火山噴火時の緊急調査関連

②、③火山防災拠点の機能強化

①、②、③関係機関との役割分担（対応事項の共有）※

２．４ 避難支援体制の課題

①、②、③関係機関との情報共有内容及び共有方法の検討

２．３ 関係機関との情報共有

①、②、③噴火活動状況の把握方法

②、③監視・観測機器の緊急設置

２．２ 監視・観測に関わる課題

２．緊急ソフト対策関連

②他事業との連携

②掘削土砂の仮置き場、土捨て場等について

①、②、③緊急対策の準備、開始、中止のタイミング・情報について

①、②、③関係機関との役割分担（対応事項の共有）※

１．１ 緊急ハード対策施工上の課題

１．緊急ハード対策関連

WG所掌事務

※規約（案）に基づく

※今年度検討項目
平成平成2525年年33月月11日日 第第11回回 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ
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設備数 名  称 整備時期 更新 設備数 名称 整備時期 設備数 整備時期

山頂監視カメラ 平成8年 平成18年

中腹監視カメラ 平成11年 平成　年
1 長者原監視カメラ（仮称） 平成　年

緊急時（レベル２で準備開始）

緊急時（レベル２で準備開始）

緊急時（レベル２で準備開始）

緊急時（レベル２で準備開始）

1 硫黄山観測局 平成8年 平成　年
長者原雨量観測局（仮称） 平成　年

赤川雨量観測局（仮称） 平成　年

1 緊急時（レベル２で準備開始）

白水川第1ダム 平成8年 平成　年
白水川第2ダム 平成8年 平成　年
白水川第3ダム 平成8年 平成　年
白水川第6ダム 平成11年 平成　年

所小野川 緊急時（レベル２で準備開始）

河内川 緊急時（レベル２で準備開始）

七里田川 緊急時（レベル２で準備開始）

境川 緊急時（レベル２で準備開始）

岩切川 緊急時（レベル２で準備開始）

大石川 緊急時（レベル２で準備開始）

赤川上流 緊急時（レベル２で準備開始）

奥郷川 緊急時（レベル２で準備開始）

奥郷上流川 緊急時（レベル２で準備開始）

三俣川上流 緊急時（レベル２で準備開始）

白水川 緊急時（レベル２で準備開始）

三俣川・白水川合流点 緊急時（レベル２で準備開始）

1 第1ダム 平成11年 平成　年
所小野川 緊急時（レベル２で準備開始）

河内川 緊急時（レベル２で準備開始）

七里田川 緊急時（レベル２で準備開始）

境川 緊急時（レベル２で準備開始）

岩切川 緊急時（レベル２で準備開始）

大石川 緊急時（レベル２で準備開始）

赤川上流 緊急時（レベル２で準備開始）

奥郷川 緊急時（レベル２で準備開始）

奥郷上流川 緊急時（レベル２で準備開始）

三俣川上流 緊急時（レベル２で準備開始）

白水川 緊急時（レベル２で準備開始）

三俣川・白水川合流点 緊急時（レベル２で準備開始）

硫黄山警報局 平成8年 平成　年
長者原 平成15年 平成　年
震動1 平成18年 平成　年
震動2 平成15年 平成　年
震動3（三俣中継） 平成14年 平成　年
震動4 平成15年 平成　年

平成8年 平成　年

監視観測機器 監視観測の目的

既存設備 平常時設備 緊急時設備

名称

牧ノ戸温泉監視カメラ（仮称）

道路ステーション監視カメラ（仮称）

赤川温泉監視カメラ（仮称）
都野小学校監視カメラ（仮称）

雨量計
・土砂移動発生予測
・基礎データの収集

2

飯田中学校雨量観測局（仮称）

監視カメラ
・土石流監視
・火山監視

2

4

大船山周辺

硫黄山周辺

振動センサー

・土砂移動の検知
（警戒避難用･工事安全対
策用）
・基礎的データの収集

緊急時設備の準備 12

大船山周辺

硫黄山周辺

ワイヤセンサー
・土砂移動の検知
（警戒避難用･工事安全対
策用）

4

緊急時設備の準備 12

長者原中継局 局舎の移設が必要 なし なし

警報装置 ・警戒避難、工事安全対策 2 なし なし

震動計
・土砂移動状況や火山活
動状況の監視
・基礎的データの収集

4 なし なし



２２--２２ くじゅう山系（硫黄山）ハード対策くじゅう山系（硫黄山）ハード対策
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硫黄山

既存設備 平常時対応 緊急時対応

渓 流 名
施 設 数

施設 計画対象 整備率

施工内容
整備時

期
整備期

間
概算額 施工内容

整備時
期

整備期
間

概算額
効果量 土砂量 (%)

砂防 治山 （m3） (m3)
施設 施設

三俣川 0 46 5,210 148,740 3.5%ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ備
蓄 3t,132個

9百万円導流工・除石工 レベル２ 2ヶ月 84百万円

白水川 7 39 150,640 497,110 30.3%工事用道路・除
石工

平成 年 6ヶ月 30百万円
除石工・工事用
道路工

レベル２ 2ヶ月 47百万円

奥郷川 6 9 19,960 288,480 6.9%工事用道路 平成 年 3ヶ月 25百万円除石工 レベル２ 1ヶ月 41百万円

奥郷川上流 1 0 0 313,590 0.0%ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ備
蓄 2t,2000個

106百万円仮設堤工 レベル２ 1ヶ月 133百万円

赤川

2 33 4,470 323,200 1.4%除石工・工事用
道路工

平成 年 4.5ヶ月 35百万円仮設堤工 レベル２ 2ヶ月 283百万円

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ備
蓄 2t,5156個

273百万円

鳴子川 0 25 5,270 527,040 1.0%なし なし

合 計 16 152 185,550 2,098,160 8.8% 478百万円 588百万円

大船山

既存設備 平常時対応 緊急時対応

渓 流 名
施 設 数

施設 計画対象 整備率

施工内容
整備時

期
整備期

間
概算額 施工内容

整備時
期

整備期
間

概算額
効果量 土砂量 (%)

砂防 治山 （m3） （m3）

施設 施設

坊ガツル川 0 0 0 406,700 0.0%
境川 0 0 0 316,760 0.0%

大石川 0 0 0 485,800 0.0%
板切川 0 2 2,900 181,880 1.6%

七里田川 0 0 0 321,700 0.0%
河内川 0 0 0 464,360 0.0%

阿蘇野川 0 0 0 647,580 0.0%
所小野川 0 0 0 81,740 0.0%
鳴子川 0 25 5,700 241,940 2.4%

合 計 0 27 8,600 3,148,460 0.3%



２２--２２ 緊急減災対策砂防計画を実行するための課題（２）緊急減災対策砂防計画を実行するための課題（２）
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◆緊急時に実施する対策のために
平常時に砂防部局が個別に調整する課題

豊の国ハイパーネットワークの活用方法

衛星携帯などの情報通信システムの現地稼働状況

通信手段に関する課題

不足資機材の調達や備蓄方法、関係機関との協定

資機材に関する課題

噴火前兆の把握方法

監視・観測に関わる課題

民有地に関する調整

国立公園内、国有林内での行為許可に必要な手続き

土地使用にかかわる課題

地元の避難計画との連携

無人化施工に関する検討

対策渓流、対策箇所の優先順位の検討

具体的な施工に関する検討

緊急ハード対策関連

別途検討、協議が必要と考えられる点
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（３）九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ＷＧの検討内容
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②噴火時における関係機関の時系列対応の確認
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10/11 10/12 10/13 10/14 10/15 10/16 10/17 10/18 12/18 12/19-31 1月 2月 3月 4 - 6月 7 - 12月

福岡管区気象台
・

大分地方気象台

噴火予知連絡会

気象庁気象研究所

研究機関
・

大学合同観測班

大分県土木部

大分県生活環課部

市町村等

警　察
・

自衛隊

くじゅう観光連盟
・

飯田高原観光協会 等

対
応
の
課
題
・
教
訓
・
問
題
点

2007年
（平成19年）

2003年
（平成15年）

1998年
（平成10年）

1997年
（平成9年）

火山活動の状況

関
係
機
関
の
対
応

1996（平成8）年

日　付

1995（平成7）年

10/19 - 12/17

■九重町は火山防災マップを
全戸配布（10/11）
■くじゅう山系（硫黄山）火
山防災協議会発足（12/6）
■立入規制を噴火口の周辺
500mに緩和（12/25）

■北千里浜ルートの
規制を解除（6/1）

2筋の噴気（午前）

黒煙（17-18時頃）

すがもり小屋で突風（17時半頃）

すがもり小屋で鳴動・地鳴（18-19時頃）

4筋の噴気（午後）

南西方向で降灰
長者原で降灰

長者原で降灰熊本市で降灰 南東方向で降灰

久住町で降灰（20時頃）

周辺に小石飛散

こぶし大の噴石

長者原登山口で降灰
長者原で降灰

南～東方向で降灰

火口周辺で5mm堆積

これまで火口周辺で50cm堆積

火口周辺で降灰

火口周辺で降灰

■火山機動観測班派遣
■臨時火山情報 ■現地観測実施

■臨時火山情報
（10/30）

■臨時火山情報

■拡大幹事会開催
■活動は低下しつつあるが，大き
な噴火につながる可能性，監視継
続の必要性を指摘 ■新しいマグマに

由来する物質は確
認されていないと
の統一見解発表
（12/22）

■合同調査団による
現地調査，監視機器
の設置

■長者原駐在所が
24時間体制で警戒

■災害対策協議会へｵﾌﾞｻﾞｰ
ﾊﾞｰが参加出来るように要請

■山開きを大船
山へ変更して開
催（6/2）

■情報収集
■各町は災害対策本部
を設置
■各町は防災行政無線
で警戒呼びかけ
■3町は県警と対策会議
を開催し登山者に対す
る規制を決定

■応急対策計画・応急
火山監視システム・土
石流発生基準雨量の検
討を開始（2月～）
■防災対策について治
山部局と協議（2/26）

■新鮮な発泡ガラスの割合が大きく増加
　→　マグマ関与の可能性が指摘された.

■立入規制を噴火口の周囲
1kmに緩和
■防災無線による登山者や
観光客向けの規制PRを実施

降灰20,000m3 降灰5,000m3

■降灰は23日頃まで断続．
　翌年1月13日にも少量降灰.

■降灰は12日未明までに減衰．
　降灰を伴う噴火は1週間継続.

■火山防災協議会
は，星生山山頂へ
の立入規制解除．
ただし，星生山中
腹から500m以内の
立入規制は継続
（6/23）

■現地観測結果を福岡
管区気象台へ連絡

■情報収集，関係機関
への連絡

■情報収集，関係機関
への連絡

■県警ヘリによる情報
収集，登山者への下山
呼びかけ
■県警本部に災害警備
連絡室，3署に災害警備
本部設置

■登山禁止看板及
びロープの設置，
関係者による監視

■現地調査，監視機
器の設置・調整

■立入規制緩和検討
（周辺町村）

■臨時火山情報

■監視カメラ
設置の検討
（九重町）

■活動は低いレベルであるが
引き続き注意が必要との統一
見解発表（10/30）

■活動長期化の可能
性を示唆（10/20）

■降灰状況調査
（10/19-20）

■観光協会からの
申入れ等を受け，
入山規制の緩和を
検討していたが，
専門家の報告を受
け断念（12/12）

■くじゅう山（硫黄山）が常時観
測火山になることに伴い，火山担
当技術専門官を配置（7/1）

■衛星携帯電話を活
用した監視システム
の運用開始（8/2）

■白水川・奥郷川の防災対策につ
いて環境省や火山研究者と協議

■火山防災協議
会は硫黄山の火
口から半径500m
以内の立入禁止
の継続決定
（2/28）

■活動は落ち
着いていると
の統一見解発
表（10/2）

■白水川に土石
流監視システム
を整備（9/末）

■九重町と玖珠
駐屯地で火山噴
活動に伴う防災
訓練を実施
（10/30）

■臨時火山情報
（2/5）

■臨時火山情報
（5/29）

■引き続き注
意が必要との
統一見解発表
（2/5）

■活動活発化の
兆しが見られる
との統一見解発
表（5/29）

■長者原に地震計設置（3/11）
■空中電磁気探査を実施（3/14-15）

■合同検討会を開催（2/26）
■活動は長期化し警戒が必要と
の統一見解を発表（2/27）

■白水川砂防事業を
実施することを発表
（5/22）
■本省砂防部及び土
木研究所による現地
調査実施（5/30-31）

■硫黄山噴火を教訓にし
た地域防災計画の全面改
定案が承認（3/18）

■協議
会，意見
交換会の
開催
（5/31）
■噴火に
重点をお
いた防災
訓練実施
（6/5）

■臨時火山情報
（12/22に2回）

■臨時火山情報
（1/14）

■災害対策連
絡室の設置

■災害対策連
絡室の解除
（12/22）

■入山注意看板
を従来のものと
合わせて新たに
設置（久住町）

■県警ヘリによる警戒呼びかけ
■現地登山口玖珠署員が登山者へ
警戒呼びかけ

■飯田高原観光協会は今
後の火山対策を検討

■くじゅう連山
（硫黄山）の火
山活動に伴う打
合せ会議を開催
（2/16）

■火山防災協議会は，
火山研究者を交えた会
合を開催．火山ガス対
策を強化することで一
致（5/14）

■ 活動状況の早期確認

　監視カメラや各種監視
機器が設置されている
が，今後とも監視・観測
体制の充実を図り早期に
情報を入手し，判断でき
るような体制を確保する
ことが必要である．

■ 立入規制前の安
全確保

　噴火開始時に情報
収集のために火口周
辺に近づくことは危
険を伴うため，現地
確認を実施する機関
の役割分担の検討や
十分な安全対策を行
う必要がある．

■ 登山者や地元住
民への情報伝達

　年間を通して観光
客や登山者が多く訪
れる地域である．こ
のため火山活動活発
化時には，複数の手
段を用いた早急で的
確な情報提供を実施
する必要がある．

■ 早期入山規制の
実施

　九重山は複数の自
治体にまたがるた
め，あらかじめ火山
活動状況に応じた規
制区域や規制のタイ
ミング等を検討して
おくことが必要であ
る．

■ 立入規制中の安全確保

　規制位置や規制時の対応，
その手法、看板の記載内容
等，あらかじめ決めておくだ
けでなく，平時から，緊急時
の規制に関する情報発信を行
い，地域住民，観光客や登山
者への防災啓発を継続的に実
施しておくことが必要であ
る．

■ 風評被害防止の
ための情報提供

　平時からの防災
情報も含め，風評
被害対策としても
観光客や登山者へ
の迅速で正確な防
災情報の提供が必
要である．

■ 火山研究者等の専門家と防
災関係者との連携

　行政担当者は，避難や規制に
関して素早く的確な判断を行う
ためにも，日頃から専門家との
意思疎通を図り，また専門的な
事柄についてもより理解する努
力をし，スムーズな情報提供が
実施できるようにしておく必要
がある．

■ 防災体制の構築

　今後とも，様々な
防災対策を実施する
と共に，行政だけで
なく研究者や地元住
民等と共にそれぞれ
の役割を認識した上
で継続的な防災体制
を構築していく必要
がある．

■ 普及啓発活動の継続的
実施

　火山防災マップは火山防
災啓発に有効である．この
ため，希望者への配布や観
光地等での掲示，登山者向
けの防災マップ作成，デー
タ更新や記載内容見直の必
要性についても検討する必
要がある．

■ 監視・観測体制の適
切な維持管理

　現状を踏まえた火山の
監視・観測体制を実施す
るために，既往設備の有
効活用，定期的な維持管
理及び更新，システムの
見直し，費用負担・管理
者等についても検討する
必要がある．

■ 規制の決定及び
緩和の明確化

　事前に規制決定手
法等について，火山
研究者等の専門家や
防災関係者からの意
見だけではなく，多
くの立場の意見を取
り入れて検討してお
く必要がある．
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３３--１１ 19951995（平成（平成77）年噴火時のおける各関係機関の対応と課題）年噴火時のおける各関係機関の対応と課題



３３--２２ 19951995（平成（平成77）年硫黄山噴火後の社会情勢の変化）年硫黄山噴火後の社会情勢の変化
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○平成19年12月1日
---噴火警戒レベルの導入（気象庁）
関係市町は噴火警戒レベルに応じた防災対応

○平成23年3月
---九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定（大分県）
砂防部局が噴火活動の応じた緊急対策を実施

○平成24年5月1日
---改正土砂法の施行
国が、緊急調査を実施し、火山噴火等に伴う土石流等の被害

が想定される区域と時期に関する情報を関係市町村等に通知

関係機関が実施する防災対応を認識することにより、
必要な情報を円滑に入手する

今後、九重山で噴火が発生した際には、
上記等を踏まえた防災対応を実施する必要



３３--３３ 異常時および火山噴火時の主な対応事項異常時および火山噴火時の主な対応事項
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□観測データ解析・評価
□噴火活動・土砂移動全般に関する助言
□監視観測機器の点検

大学
研究機関

□噴火活動に関する情報の収集
□住民および登山客・観光客への避難の指示等
□交通規制
□外部からの問い合わせ対応

くじゅう山系（硫黄山）火山防災協議会
九重町
竹田市
由布市

□噴火活動に関する情報の収集農林水産部 森林保全課

□噴火活動に関する情報の収集
□避難支援のための情報の収集・提供
□外部からの問い合わせ対応

生活環境部 防災危機管理課
大分県

大分地方気象台

□噴火活動に関する情報の収集
□観測データ解析・評価
□外部からの問い合わせ対応

福岡管区気象台
気象庁

□噴火活動に関する情報の収集
□道路の点検整備

大分河川国道事務所

□改正土砂法に係る緊急調査の実施
□噴火活動に関する情報の収集
□避難支援のための情報の収集・提供

九州地方整備局

国土交通省

くじゅう自然保護官事務所

□噴火活動に関する情報の収集
□国立公園内の登山者・観光客への情報提供

九州地方環境事務所
環境省

大分森林管理署
大分西部森林管理署

□噴火活動に関する情報の収集
□治山施設の点検

九州森林管理局

林野庁

玖珠土木事務所
竹田土木事務所
大分土木事務所

□緊急対策の実施
□火山活動に関する情報の収集
□避難支援のための情報の収集・提供
□監視観測機器の点検
□砂防施設の点検

土木建築部

大分県
（砂防部局）

主な実施項目関係機関

※同色は同項目を示す
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★噴火ステージごとの時系列対応を別表（Ａ３版）のとおり整理した
平常期 前兆期・異常時 噴火後
レベル1
（平常）

レベル2
（火口周辺規制）

レベル4
（避難準備）

レベル
5→4→3

レベル
3→2→1

火山活動は静穏、状況により火
口から概ね500m以内に影響する
程度の噴出の可能性あり

小噴火が発生し、火口から概ね1km以内に噴石飛散
小噴火の発生が予想される（1995年噴火の事例）

噴石飛散や火砕流、溶岩流が発生し、さらに噴火が
拡大した場合には居住地域まで到達すると予想され
る

課題1：タイミングの判断基準

課題2：仮置き場、土捨て場

課題3：他事業との連携

課題4：監視・観測機器の緊急設置

課題5：噴火活動状況の把握方法

課題6：情報共有

課題7：火山防災拠点の機能強化

課題8：治山区域の状況把握方法

課題9：改正土砂法の緊急調査との連携

体制

緊急ソフト
対策

（噴火活動に伴う全て
の現象を対象）

□関係機関からの情報収集
□パトロールによる既存施設の状況確認
□監視観測機器の点検
□ﾌﾟﾚｱﾅﾘｼｽ型ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成・提供

緊急ハード
対策

（降灰後の土石流を
対象）

□資機材の準備
□緊急ハード対策工事の許可申請手続き

□工事中止の検討（作業中止雨量の検討など）

課題3、課題6
課題8

□治山施設の点検

課題3、課題4
課題6

□国立公園内施設等の点検

九州地方整備局
課題1、課題6

課題9

□情報収集
□ヘリ調査

□情報収集
□ヘリ調査
□土砂災害緊急情報の発表

●道路関係
□情報収集
□交通規制の関係機関調整
□監視観測機器の点検

●道路関係
□情報収集
□交通規制の関係機関調整
□降灰除去
□広域交通規制
□監視観測機器の点検

□監視観測機器の点検

体制 注意体制
□警報の発表
□情報収集
□観測データ解析・評価
□情報発信
□降灰調査
□監視観測機器の設置

体制

生活環境部
防災危機管理課

□情報収集
□通報者対応

農林水産部
森林保全課

□状況に応じ避難を解除する（一
時立入～一時帰宅～全面解除）
□復興方針検討

□復興

●噴火警報対応
□警戒が必要な居住地域での避難準備
□災害時要援護者の避難の指示等

課題1、課題4
課題5、課題6

□情報収集
□観測データ解析・評価

□情報収集
□観測データ解析・評価
□監視観測機器の点検

□情報収集
□観測データ解析・評価
□情報発信
□降灰調査
□監視観測機器の点検

□監視観測機器の点検
□観測データ解析・評価
□土砂移動調査

●噴火警報対応
□危険な居住地域への避難の指示等

●降灰後の土石流対応
□土砂災害緊急情報の基づく避難の指示等

□災害対策本部設置
□市町職員招集
□関係機関への出動要請
□知事への自衛隊の派遣要請
□交通規制の要請
□避難所の開設準備

緊急ハード対策
関連

緊急ソフト対策
関連

火山噴火時の
緊急調査関連

課題1、課題2
課題3、課題4
課題6、課題9

課題1、課題2
課題4、課題5
課題6、課題7

□情報収集
□リエゾン派遣
□通報者対応
□避難状況の確認大分県

災害警戒本部体制（または災害対策本部体制）

噴石が飛散
火砕流・溶岩流の発生・流下

降灰後の土石流の発生・流下

□情報収集
□観測データ解析・評価
□監視観測機器の点検

□緊急ハード対策の工事
→　噴火活動や降雨の状況に応じ、専門家の助言を受けながら、緊
急減災対策工事を実施する。

□工事中止

大学、研究機関

□情報収集
□観測データ解析・評価
□降灰調査
□監視観測機器の点検

□情報収集
□観測データ解析・評価
□情報発信
□火山活動状況調査(噴出物分布など)
□監視体制強化
□火山噴火予知連絡会への参加
□監視観測機器の点検

課題1、課題4
課題5、課題6

くじゅう山系（硫黄山）火山防災協議会
九重町
竹田市
由布市

□情報収集
□防災訓練の実施
□防災講演会の開催
□避難場所の周知
□異常現象通報者対応

□災害情報連絡室設置
□情報収集
□立入規制の検討
□異常現象通報者対応

□警報の発表
□情報収集・観測データ解析・評価・情報発信
□火山活動状況調査
□監視観測体制強化・機動調査班（JMA-MOT）の派遣
□火山噴火予知連絡会（拡大幹事会）の開催
□監視観測機器の点検

□警報の発表
□情報収集
□観測データ解析・評価
□情報発信
□降灰調査
□監視観測機器の設置

□情報の収集
□営林活動の把握
□監視観測機器の点検

□情報の収集
□土砂災害対策の検討
□監視観測機器の点検

●砂防関係
□砂防調査・工事

＜砂防部局＞
大分県
　土木建築部
　玖珠土木事務所
　竹田土木事務所
　大分土木事務所

□情報収集
□観測データ解析・評価
□異常現象通報者対応

□警報の発表
□情報収集
□観測データ解析・評価
□情報発信
□監視観測機器の設置

□監視観測体制強化・機動調査班（JMA-MOT）の派遣、火山噴火予知連絡会（拡大幹事会）の開催は、火山噴火等の状況により対応することもある。

災害警戒本部体制（または災害対策本部体制）

非常体制

国土交通省

噴火ステージ

噴火警戒レベル

想定される現象等

土砂移動等の想定

噴火中

□平常時からの各種準備
□関係機関との連携
□基本対策の推進
□プレアナリシス型ハザードマッ
プの作成・提供

□関係機関からの情報収集
□緊急調査による現地状況の確認
□監視観測機器の点検
□施工箇所への監視機器の緊急整備
□工事中止の基準雨量の設定
□ﾘｱﾙﾀｲﾑｱﾅﾘｼｽ型ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成・提供

災害対策連絡室体制

レベル5
（避難）

レベル3
（入山規制）

火口から概ね1.5km以内に噴石飛散
噴石や火砕流、溶岩流が居住地域に到達、あるいは
切迫している

□関係機関からの情報収集
□緊急調査による現地状況の確認
□監視観測機器の点検
□ﾘｱﾙﾀｲﾑｱﾅﾘｼｽ型ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成・提供

課題1、課題6
課題8

気象庁

課題1、課題2
課題3、課題4
課題5、課題6
課題7、課題8

課題9

福岡管区気象台
大分地方気象台

大分河川国道事務所

環境省
　九州自然保護官事務所
　くじゅう自然保護官事務所

林野庁
　九州森林管理局
　大分森林管理署
　大分西部森林管理署

●噴火警報対応
□状況に応じて災害時要援護者の避難準備等
□協議会で協議のうえ、警戒区域の設定

□緊急ハード対策の工事
→　噴火活動や降雨の状況に応じ、専門家の助言を
もとに、工事の続行・中止を判断する。

□関係機関からの情報収集
□緊急調査による現地状況の確認
□監視観測機器の点検
□施工箇所への監視機器の緊急整備
□工事中止の基準雨量の設定
□ﾘｱﾙﾀｲﾑｱﾅﾘｼｽ型ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成・提供

警戒体制

●道路関係
□情報収集
□交通規制の関係機関調整
□降灰除去
□周辺交通規制
□監視観測機器の点検

□情報の収集　□降灰量調査　□監視観測機器の設置　□治山施設の点検
（以上は、新燃岳噴火時の対応を基に記載）

□情報の収集　□登山者・観光客への情報提供

□情報収集
□ヘリ調査
□リエゾン派遣
□緊急調査の実施
□土砂災害緊急情報（被害の生じる恐れのある区域、時期）の発表

●道路関係
□情報収集
□交通規制の関係機関調整
□広域交通規制
□監視観測機器の点検

災害対策連絡室体制

緊急対策工準備（資機材備蓄等） 緊急対策工 工事作業の中止・避難など 緊急対策工

避難 避難解除

避難・避難解除
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（４）規約（案）の確認

（資料４参照）
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（５）今後のスケジュール

平成平成2525年年33月月11日日 第第11回回 九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキングループ



５５--11 今後のスケジュール今後のスケジュール
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H27年度H26年度H25年度H24年度

準
備
会

第
１
回
Ｗ
Ｇ

第
２
回
Ｗ
Ｇ

現
地
検
討
会

第
３
回
Ｗ
Ｇ

第
４
回
Ｗ
Ｇ

第
５
回
Ｗ
Ｇ

○
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

○
関
係
機
関
と
の
役
割
分
担
（対
応
事
項
の
共
有
）

○
課
題
の
抽
出

○
Ｗ
Ｇ
の
位
置
づ
け
の
確
認

○
規
約
の
確
認

・火
山
防
災
拠
点
の
機
能
強
化

○
避
難
支
援
体
制
の
課
題

・関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
内
容
及
び
共
有
方
法
の
検
討

○
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

・噴
火
活
動
状
況
の
把
握
方
法

・緊
急
時
の
監
視
・観
測
機
器
の
設
置

○
監
視
・観
測
に
関
わ
る
課
題

・他
事
業
と
の
連
携

・掘
削
土
砂
の
仮
置
き
場
、
土
捨
て
場
等
に
つ
い
て

・緊
急
対
策
の
準
備
・開
始
・中
止
タ
イ
ミ
ン
グ
・情
報
に
つ
い
て

○
緊
急
ハ
ー
ド
対
策
施
工
上
の
課
題

・改
正
土
砂
法
の
緊
急
調
査
と
の
連
携

○
噴
火
時
の
緊
急
調
査
関
連

（2
月
4
日
）

（3
月
1
日
）

（10
月
頃
）

（10
月
頃
）

（2
月
頃
）

（10
月
頃
）

現
地
検
討
会

（10
月
頃
）

（2
月
頃
）

継
続
的
に
開
催

緊急ハード対策関連
緊急ソフト対策関連
火山噴火時の緊急調査関連

第
６
回
Ｗ
Ｇ

（10
月
頃
）

○
緊
急
減
災
対
策
砂
防
計
画
の
進
捗
確
認

★
３
カ
年
で
当
面
の
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
を
目
指
す
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